
生命を安心して預けられる病院　健康と生活を守る病院

「あなたとあなたの家族によリそう」「安全　快適　自己実現」

童医療法人徳洲会
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尚美医師が

　新院長に就任致しました。

　令和５年４月１日付で、井上尚美医師（前

仙台徳洲会病院院長に就任されました。

仁

副院長）が

　佐野憲医師（前院長）は引き続き、仙台徳洲会病院名誉院長を

務めます。
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内視鏡手術支援ロボット「ダヴィンチ」による、

ロボット支援手術を令和5年４月から開始しました。

※関連記事は、Ｐ４に掲載しております。

Take Free ご自由にお持ち帰りください



井上尚美医師(前副院長)の新院長就任の辞令が、

医療法人徳洲会・一般社団法人徳洲会理事長の

東上震一理事長より交付されました。
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井上尚美院長(左)と東上震一理事長(右)
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『最新の医療設備と専門医療で地域から信頼される病院』を

　当院は、徳洲会フループの13番目の病院として昭和引年に開院レ令和４年４月に最新の

医療機器、設備を整えた現在の新病院に移転しました。

　当院の理念に基づいた基本方針は、「他域住民・他域医療機関と密着した急性期医療」

「いつでも何人も平等に受けられる、断らない医療」「24時間救急体制の実施」「患者様・

ご家族の在宅生活と人生を支える訪問診療と介護サービスの提供」です。

　私は、この基本方針のもとに『信頼』を大事にしたいと思っています。患者様からの信頼、

当院で勤務しているスタッフ間での信頼、そして地域の病院、診療所からの信頼です。

　また、一般診療に加えて救急医療にも積極的に取リ組んでおリ、年間約6､000件を越える

救急要請を受け入れています。今後はこれに加えて専門医療、予防医療にも積極的に取リ組

んでい＜所存です。仙台徳洲会病院は、地域医療機関との『ｲ言頼と連携』を築き、患者様が

安心して受診でき、信頼される病院を目指します。

｢令和５年度入職式｣では、

新院長として新入職員へ辞令を交付。
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シミュレーターを使用した操作練習

ダヴィンチチーム
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　当院では、令和５年４月よリ手術支援ロボット「ダヴィンチ」

によるロボット支援手術を開始しました。昨年末に導入レ

まずは外科（消化器外科）でロボット手術を実施する計画を

立て準備をすすめてきました。ﾀ゛ヴィンチの紺子は人問の手首

よりも可勤域が広＜、手ぶれの少ない精緻な低侵襲手術が可能、

術後の早い回復などが期待できます。

～十分なトレーニングを積んだスタッフで構成。

　　　｢より安全｣で｢質の高い手術｣が可能に～

　当院の外来化学療法センター長であリ、ロボット手術を担当する神賀

貴大・外科部長は、「これまで腹腔鏡下手術では結腸がんでの経験がー

番多＜、昨年４月にロボット手術でも保険適用されたので、この経験を

生かレがん患者さんをトータルに治療する環境を整備しています。患

者さんが治療を必要とする以前の生活を継続し、その質を落とさないよ
　　W_　＿j'　　　　　｀-｣｀‘″｀"‘'｀J″j゛-‾‾゛‾‘'｀‘'゛IJ“｀'´‾'｀-j｀-‘I･“‘I･“｀"゛‘｀‘‾‘‾｀-'｀-j゛‾｀‘゛'｀'゛'

　5､､｀目響;　　　　　うにするために支援していきたいです。また、腹腔鏡下では遠くから患

　　　－

　　　　………一　　　　　部を見て手術を行う感覚ですが、ダヴィンチではかなり近＜に見えるの

　　　　　　　　　　で、手術の視野には慣れ　　‥‥-－………　　　、｡＿、　｡｡＿　＿_

神賀貴大外科部長　　　_｡｡､､､－_｡_､。。､_。_｡。、｡－。　＿　　　　　　'‾こﾉ･､こL"･71‘　Jga゛
・j七'

⊇□⊃｡,言ご言]ｺﾞ1一4聳
性に関し、人の手では困難な屈曲や回転を実現でき

るだけでな＜、コンピュータ制御下で、ぶれの少な

い安定した動きが可能なことから、肛門近＜にがん

が発生すると、人工肛門を余儀なくされますが、ダ

ヴィンチを用いれば、肛門側からの操作なしで肛門

温存手術ができるので、手術に携わる人数を減らし

持問も短縮できると思います｡」と語る。

㎜広報誌よリそうvoに36

ダヴィンチチームのシュミレーションの様子
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手術支援ロボットダヴィンチで高精度の低侵襲手術が実現

　ダヴィンチは内視鏡（腹腔鏡など）や紺子を装着する４本のアームをもつ「ペイシェントカート」

というロボット部分と、それを操作する「サージョンコンソール」、手術中の画像を映し出し手術

スタッフとも共有できる「ビジョンカート」から構成。術者は視野を拡大できる三次元の立体映

像を見ながら、遠隔操作で手術を行います。保険適用は年々拡大しておリ、12年に前立腺がんに

対する前立腺全摘術が適用となったのを皮切リに、16年に腎臓がん、18年に縦隔がん、肺がん、

食道がん、胃がん、直腸がん、膀胱がん、子宮体がん、子宮筋腫、心臓弁膜症が加わった。 20年

には回§臓がんの手術や腎孟形成術などが対象となリ、22年には咽頭がん､喉頭がん､総胆管拡張症、

肝切除、結腸がん、副腎摘出、褐芭細胞腫、尿管がんに適用が拡大しました。

　当院にダヴィンチがあることは、地域のなかで大きな特芭になリますので、若手医師の育成に

も活用して参リます。

臨床研修医研修修了を祝う研修修了式を執り行いました。

2023年３月29曰（本）初期研修医２年目３名の　゛

「臨床研修修了式」を行いました。

　はじめに、臨床研修管理委員長の安達健医師と

佐野憲院長（現名誉院長）よリ、研修医の先生方ヘ

贈る言葉があリ、その後、当院での研修を無事に終

えた先生万からは、２年開の研修の感想や今後の指

負などを１人ずつ発表してもらいました。

　当院の初期研修修了という新しい門出を無事祝うこ

とができ、とても良い臨床研修修了式となリました。

どこかでお会いできることを楽しみにしています。
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左から、北原真理先生､外山貴大先生、

　　　　平野直人先生



今年度、

基幹型臨床研修病院の役割として、

研修医は指導医のII

き．

一

が入職しました。

十7名の研修医を育成してまいります。

旨導・監督のもと、病棟・外来等にて診療にあたりますが、診療の安全と質に

は十分な配慮を行っており、患者様の同意および指導医の責任の上で診療をおこなってまいります。

　将来の日本の医療を支えてくれる先生方を温かくご指導いただければと思います。

三好　慧宗（ふよｕさとむわ）

東北大学

●Ξ巨匝|●ｲL｣』台の大学で６年問を過ごレとても往みやすいところ

∈･笞學゜

瀕-¶]Z一゛'

　　一－

なので仙台に残ることにしました。宮城のおいしいもの

を食べたリ、筋トレしたリ、旅行に行＜のが好きです。

初期研ｲ|答の２年問ひたむきに頑張リます。

宜しくお願いします。

-

-

- 木 莞爾（みきかんじ）

東邦大学

導四

●I巨II●分からない事がたくさんあリ大変ですが、一つ一つ積

み重ねていきたいと思います。宜しくお願いします。

まずは１年間頑張リますので宜しくお願い致し

ます。

高棋 香衣（たかはしかえ）

東北大学

私の長所は努力できるところかなと思います。目標を

達成する為に、コヽソコツ他道な努力を積み重ねること

も苦ではあリません。

研修期開を通じて、自身の将来志望する専門に関わら

ず､患者の併せ持つ多様な合併症に適切に対応でき

る総合的な診療能力を習得したいと考えておリます。
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出身大学

屎爾疆

今後についてのｺﾒﾝﾄ|

出身大学

屎聞闇

今後についての⊃ﾒﾝﾄ|

今後についての⊃ﾒﾝﾄ|
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将人

長崎大学

医学を学んだ長崎を離れ、

る事となリます。皆々様、

します。

この度は仙台でお世話にな

どうぞよろしくお願いいた

まずはこの１年を無事に乗リ切れるよう｡精進

してまいリます。

孝寛

秋田大学

秋田県北秋田市出身。秋田大学卒の小林孝寛です。

趣昧は旅行です。仙台のおいしい食べ物、お酒（特に

曰本酒）を開拓したいです。

少しでも早＜仕事を覚え、当院そして仙台市の

医療の一肋となれるようにがんばリます。

-

－ － 　 　 －- - － -

-

　 　 一

--

一

- ･

一

- -

医

.

師や先茫の研修医にレクチャーを受ける様子
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　当院は、平成15年４月に、医師法第16条に基づき厚生労働省よリ指定された基幹型臨床研修指定病院

です。基幹型臨床研修指定病院とは、医学部を卒業レ医師免許を取得した医師（研修医）が卒後２年問、

基本的な手技、知識（初期研修）を身につけるために経験を積む病院であリ、臨床研修医（臨床研修中

の医師）が皆様の診療に携わリますが、趣旨をご理解下さいますようお願い中し上げます。

広報誌よりそうvol.36　皿

臨床研修指定病院とは

　当院は、平成15年４月に、｜

ごす。基幹型臨床研修指定病防

芝太6々1ﾅrﾆ=F士次　包∩包眼　/ITI甘n7;ﾆﾛﾆj

出身大学

自己紹介

今後についての⊃ﾒﾝﾄ|

出身大学

自己紹介

今後についてのｺﾒﾝﾄ|
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　だから安心

1曹)６人Ｈ会仙台徳洲会病院

同49－

予防医学センター(直通)

(こ)０２２-７７１-５１１７

　新年度になリ、新しい仲問が増えて職場も賑やかになる一方、退職される方や異動される方も

いて、感情が落ち着かない時期でもあリますが、目の前の仕事に一つ一つ取リ組んで、安心・安

全に過ごせる病院になるよう一翼を担えればと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他域連携室／千葉　英二

当院は、厚生労働省より基幹型臨床研修病院の指定の元、現在は初期研修医２年次３名・１年次２名を受け入れており、臨床研修協力

病院・施設と連携した研修プログラムを充実させ、患者さまに対して、安心でより質の高い医療を行える医師を育成してまいります。

基幹型臨床研修病院の責務として、地域における中核的医療機関として更なる充実に努めて参りますので、何卒ご理解、ご協力のほど

宜しくお願い申し上げます。

〒981-3116　宮城県仙台市泉区高玉町9-8

TEL:022-771-5111（代表）FAX:022-771-5100

https:がsendai.tokushukai.jp/

仙台徳洲会病院

　看護部

臨床研修

センター
広　報

｢liL:UZ

HPアドレス

ご予約はWEBまたはTELにて受付

F防医学センター(直通)

Ｔ?Ｔ)０２２-７７１－５１１１１
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